
 

 

 

 

 

 

 

 

 長崎における８月９日は，原子爆弾とその被害を通して平和への思いを強くする学習のた

めに登校しますが，平和学習自体は学校に在籍している間，年間を通して行っています。昨

今は，オンライン化など学習形態や考え方の多様化によって学校の存在意義が薄れていくの

ではないかと危惧することもありますが，健やかな心身を育んでいく学齢期の子供が被爆の

事実を正しく知り，平和への思いを周囲と共有して発信できるようにすることは，学校の責

務でもあると感じます。また，同じ思いを家庭や地域と共有することができれば，子供は更

によい成長を遂げます。是非とも家庭でも平和についての思いを再確認してみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長崎市立女の都小学校 学校だより 

令和４年８月９日 文責 校長：松田伊知郎 

 

＜めざす児童像＞ 

 ○め あてを立ててすすんで学ぶ子 

 ○の ぞみをもってたくましく生きる子 

 ○と もだちとみがきあう思いやりのある子 

＜学校教育目標＞自ら考え，主体的に判断し，行動する，心豊かで心身ともにたくましい子どもの育成 

 

 

～ 平 和 祈 念 集 会 で の 校 長 講 話 ～ 

 長崎，そして日本にとって７７回目の『平和の誓いを立てる特別な日』，８月９日がやってきました。 

戦争は，多くの命を粗末にする残忍，そして残念な行いです。この国同士の喧嘩は，一応は「軍人で

はない人を狙ってはいけない」とか「病院のような施設を攻撃してはならない」というような国際的な

取り決めの範囲内で行われるようになっています。しかし，「やらなければやられる」状況でそんなこ

とは守れるはずはありません。「相手を殺さなければ自分が殺されるかもしれない」からです。実際に，

戦争は，勝っても負けても多くの犠牲者を出します。現在，５か月続いているウクライナへの軍事侵攻

では，正確な数は分かりませんが，ウクライナの人が一万人以上，ロシアの人が五千人くらい，併せて

一万五千人ほどの人が命を落としていると言われ，特にウクライナでは子どもたちや軍人ではない大人

も多く含まれているようです。 

原子爆弾は最も残酷な殺人兵器の一つです。７７年前に長崎市で使われた１発の核爆弾は，当時の長

崎市に住んでいた人の３人のうち１人にあたる約７万４千人の命を奪いました。ほとんどは軍人ではあ

りませんし，爆心地に近い地区では動物，植物までも一瞬にしてみんな死んでしまいました。また，原

爆症と呼ばれる後遺症によって命を落としたり体調を崩して生活をしたりしている方もたくさんいま

す。苦しみや悲しみは続くのです。また，７７年経った今では，被爆された方は若くて８０歳前後，先

日学校に来ていただいた「早崎猪之助さん」のように９０歳を超える御高齢の方もおられますので，で

きるだけ早く，できるだけ多くの人たちが平和への強い思いをもち，それを広げていくことが重要です。

特に，長崎で育っている私たちが先頭に立たなければなりません。 

それぞれの手でそれぞれの平和を築き，その積み重ねで，みんなが本当に幸せで平和な世界を作り上

げましょう。そのために，早速，「学校で」，「家で」，平和を築くために自分ができることから始めまし

ょう。あなたは，あなたや家族の平和のために何をしますか？ 友達やたくさんの人のために何ができ

るでしょうか？ 是非とも，やり続けることを口に出して約束してください。大きな平和のための小さ

な一歩を，今から，あなたから，それぞれから，歩み始めましょう。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～  保 護 者 面 談 あ り が と う ご ざ い ま し た  ～ 

 保護者面談においては，諸事情で実施日時が変更になった御家庭もありましたが，用事や時間

の御都合をつけていただき，ありがとうございました。 

 子供は心身ともに発達・発育の真っ只中です。特に幼少期から学童期は神経系が目覚ましく発

達します。その発達の中で，他者との関係の中で自分自身の感覚を磨きながら社会的な感覚を身

に付けていきます。生活や学習において人生における様々な学びの基盤を築き，基礎・基本とな

ることを身に付けている大事な時期ですが，伸び具合や身に付けてきたことは一様ではなく，個

人差があります。重要なのは，その『個性』を踏まえて，自分の中でも社会の中でもその子が輝

いていくことです。 

この面談では，１学期の子供の様子を中心にした詳しい話ができたことで，子供にあった夏休

みの過ごし方や２学期からの学習の進め方などの確認ができました。学童期の教育は，学校だけ

でも家庭だけでもうまくいくことはありません。思いを共有できたことで，学校と家庭とが同じ

目線で同じ方向を向いて子供のよりよい成長を支えていくことができます。学校でもできる限り

の態勢を整えて２学期に臨みます。 

～ 行 事 予 定 ～ 

※現時点での予定です。変更がある場合は別途お知らせします。 

 

1 日(木)  第 2 学期始業式  全学年下校 11:35 

2 日(金)  委員会活動(放課後３０分) 5･6 年下校 15:00 

５日(月)  夏休み作品展展示（～９日），ALT（6･1･5 年） 

８日(木)  フッ化物洗口 

1２日(月)  ALT（6･1･5 年） 

13 日(火)  縦割り活動 

1４日(水)  EEI 来校，修学旅行（６年…１日目） 

1５日(木)  修学旅行（６年…２日目） 1∼5 年下校 14:40 

18 日(日)  家庭の日 

19 日(月)  敬老の日 

2１日(水)  SC 来校 

22 日(水)  委員会活動〈10月分…5･6年〉 5･6年下校15:20 

23 日(金)  秋分の日 

26 日(月)  野外宿泊学習（５年…１日目），小体会練習① (６年下校16:30)，1∼4年下校14:40 

27 日(火)  野外宿泊学習（５年…２日目），小体会練習② (６年下校16:30)  

2８日(水)  野外宿泊学習（５年…３日目），小体会練習③ (６年下校16:30)，EEI来校 

29 日(木)  フッ化物洗口，小体会練習④ (６年下校16:00) 1∼5年下校13:40 

30 日(金)  小体会練習⑤ (６年下校16:30) 

 今日は４２日間の夏休みの２０日目にあたります。ここまで

の過ごし方を振り返り，今後の過ごし方を考えてみましょう。

必要に応じた保護者からのアドバイスをお願いします。 

２６日（月）～２８日（水） 

野外宿泊学習（５年） 

『日吉自然の家』での２泊３日

の学習です。３日目は『恐竜博物

館』見学も行います。 

１４日（水）～１５日（木） 修学旅行（６年） 

佐賀・熊本（阿蘇）方面を巡る 1 泊２日の学習です。 

 


